癒やしと攻撃
ヨハネの福音書 9:1-41
この章と場面は、三つのセクションに分けられています：
1. イエスは盲人を癒やされる – 1-12節
ヨハネは、イエスが行われるもう一つの奇跡について記します。今回は、生まれつき目の見えない人を癒やされます。この行為は、今回はイエスの面前から離れた場所で続けられる論争の舞台を整えることになります。
2. 議論 – 13-34節
ヨハネは、イエスが行われた奇跡をめぐって、パリサイ人たちと人々の間で激しい論争が起こることを記します。また、その人とその家族がユダの手紙ヤ人の指導者たちから受ける尋問についても記します。
3. イエスはご自身が神であることを宣言される – 35-41節
イエスは再び、ご自分が癒やした人に向き合われますが、今回はその人にご自身がどのようなお方であるかを明らかにされます。この章は、イエスがなさったことと語られたことをめぐる、イエスとパリサイ人たちとの最後の論争で締めくくられます。
第10章では、イエスとまさに同じファリサイ派の人々との議論、そしてイエスの神性についてのさらなる宣言も含まれます。また、イエスがこの地域を離れ、別の地理的な場所で宣教を続けるときに、この章が終わることを見ます。
癒やし
第9章の前半では、生まれつき目の見えなかった人に対してイエスが実際に行われた奇跡を扱っています。
¹ さて、道を歩いていた時のこと、イエスは生まれつきの盲人をごらんになりました。 ² そこで、弟子たちが尋ねました。「先生。どうしてこの人は、生まれつき目が見えないのですか。本人が罪を犯したからですか。それとも両親ですか。」
- ヨハネの福音書 9:1-2
弟子が尋ねた質問は、イエスに教える機会をもたらしました。当時のユダの手紙ヤ人たちは、病と罪深さの間には直接的な関係があると信じていました。弟子たちが尋ねていた質問は、彼が生まれつき目が見えなかったという事実から生じたものでした。もし彼が生まれた時からすでに盲目であったなら、この病の責任は誰にあったのでしょうか。彼の両親の罪でしょうか、それとも彼自身の罪でしょうか。
³ 「いや、そのどちらでもありません。ただ神の力が現されるためです。 ⁴ わたしたちは、わたしをお遣わしになった方に命じられた仕事を、急いでやり遂げなければなりません。もうすぐ夜が来ます。そうしたら、もう仕事はできないのですから。 ⁵ しかし、まだこの世にわたしがいる間は、わたしが光となります。」
- ヨハネの福音書 9:3-5
イエスはこの特定の質問にはお答えになりません。なぜなら、盲目に生まれたり、盲目になったりすることは、人間の堕落した性質の結果であると、彼らに説明することになったからです。病気、身体の弱さ、事故、そして死は、人類の堕落した性質に由来し、その源はアダムの最初の罪にあります。イエスはこの神学的事実を弟子たちに説明するのではなく、むしろこの機会を用いて、再び彼らの注意を御自身の神性に向けさせることを選ばれます。この場合、盲目であるのは、神の力を示す機会を提供するためであると、彼らに告げられます。
彼らは、イエスが長い間そこにおられ、長い間ご自分の働きを続けられるものと考えています。イエスは、彼らの間でのご自分の働きが短い期間で終わること、そして短い期間のうちに多くのことを成し遂げなければならないことを理解しておられます。ここでイエスが再び光という主題、そしてご自分が世の光であるという事実に基づいて語っておられることに注目してください。イエスが行われる奇跡は、イエスが世の光であり、このことについて語られたイエスの言葉がまさに真実であることを示すでしょう。
⁶ こう言われると、イエスは地面につばをして泥を作り、それを盲人の目に塗って、 ⁷ 言われました。「さあ、シロアムの池に行って洗い落としなさい」〔「シロアム」とは、「遣わされた者」の意味〕。イエスが言われたとおりにすると、どうでしょう。彼は見えるようになって戻って来たではありませんか。
- ヨハネの福音書 9:6-7
イエスが泥を作ってその人の目に塗り、目を洗いに行くよう指示されたことについて、多くのことが語られています。イエスは同じように簡単に、「目を開けて見なさい」と言うこともでき、そのようにして奇跡を成し遂げることもできました。ほとんどの学者は、イエスがこの過程を経られた理由は、おそらくその人に自分自身の癒やしに参加させたいと望まれたからだと考えています。
これまで一度も見たことのなかったその人は、今や、自分の視力を回復させるために奇跡が行われようとしている、あるいは努力がなされようとしていることを知らされます。目に泥を塗ることには、信仰の応答としてその人に何かをさせるという目的以外に、医学的な目的はありません。（同じように、洗礼にも医学的な効果はありません。）そして私たちは、その人がイエスの言われたとおりにするため、特定の池へ行くのを見ます。その結果、彼の視力は回復します。
ここで重要なのは、この奇跡がイエスの力によって行われたということですが、その人も、イエスの言葉に従って、盲目の目から泥を洗い落とすために特定のシロアムの池へ行くという、信仰の応答をしています。その人にとって、誰が奇跡を行ったのかに疑いはありません。なぜなら、彼はイエスに触れられ、イエスが自分に語りかけるのを聞き、目を洗いなさいというイエスの命令に従って応答したからです。
⁸ 近所の人や、彼が盲目の物ごいだったことを知っている人は仰天し、「これが、あの人かい」と口をそろえて言いました。 ⁹ ほかの人は、「そうだ」と言う人もいれば、「いや、あいつのはずはない。だが実によく似ている」と言う人もいました。すると当の本人が、「何を言っているんだ。おれだよ」と言いました。 ¹⁰ 人々はあっけにとられながらも、「いったいどうしたのだ。どうやって見えるようになったのか」と矢つぎばやに尋ねました。 ¹¹ その男は答えました。「イエスという方が泥をこねて目に塗り、『シロアムの池に行って、泥を洗い落としなさい』と言われたのさ。それでそのとおりにすると、見えるようになったんだよ。」 ¹² 「その人は今どこにいるんだ。」「さあ、知らないな。」
- ヨハネの福音書 9:8-12
この箇所で、ヨハネは盲人が奇跡的に癒やされたことに対する近隣の人々の反応を描いています。信じるか信じないかという問題ではありません。彼らは、彼が今や目が見えるようになったことをはっきりと見ていますが、ただ、誰がその奇跡を行ったのか確信が持てないのです。明らかに、彼らの間で大きな奇跡が行われ、彼らはこのことを指導者たちに知らせたいと願っています。それで、次の節では、人々がその盲人を国の指導者たちのもとへ連れて行く様子を見ます。
パリサイ人たちの間での論争
ここで、この奇跡が安息日に行われたために論争を引き起こすことが分かります。ヨハネは、目の見えなかった人が彼らの前に連れて来られたとき、イエスについて証言した二つの証言という形で、パリサイ人たちの間の議論を描いています。
証人 #1
¹³ 人々は、男をパリサイ人たちのところへ連れて行きました。 ¹⁴ ところで、この日は安息日でした。 ¹⁵ パリサイ人たちにどうして目が見えるようになったのかを尋ねられて、男はそのいきさつを、くわしく話しました。 ¹⁶ パリサイ人のある者は、「そのイエスという者は、神から遣わされた者ではない。安息日に仕事なんかしたんだから」と断言しました。しかし、「罪人にすぎない普通の人間に、こんな奇跡が行えるだろうか……」と疑問を投げかける者もいます。意見は真っ二つに分かれました。 ¹⁷ しかたなく、その盲目だった男に、「おまえの目を開けてくれた人のことをどう思うか」と聞きました。「きっと神様が遣わした預言者です」と男は答えました。 ¹⁸ しかし、ユダヤ人の指導者たちは、盲目だった男が見えるようになったことを、どうしても信じようとはしません。とうとう両親まで呼び出し、 ¹⁹ 確かめることにしました。「この男は息子だな。ほんとうに生まれつき目が見えなかったのか。だったら、どうして見えるようになったのだ。」 ²⁰ 両親は答えました。「はい、確かに息子でございます。この子は生まれつき目が見えませんでした。 ²¹ けれども、どうして見えるようになったのか、どなたがこれの目を開けてくださったのかは、少しも存じません。どうぞ本人からじかに聞いてみてください。もう一人前の大人ですから、自分で説明できるでしょう。」 ²²²³ こう言ったのは、ユダヤ人の指導者たちがこわかったからです。指導者たちはすでに、イエスをキリストと告白する者は、だれかれの区別なく会堂から追放すると公表していたのです。
- ヨハネの福音書 9:13-23
この箇所で、ファリサイ派の人々は、奇跡的に目が見えるようになった盲人に尋ね、彼は自分が盲目であったが癒やされたことを認めます。これについて大きな疑いがあったため、ユダの手紙ヤ人の指導者たちは、これが何らかの策略ではないか確かめるために、彼の両親に尋ねようとします。彼の両親は前に連れて来られますが、ユダの手紙ヤ人を恐れて証言することを拒みます。結局、彼らは指導者たちに、成人していて自分で話すことのできる息子に尋ねるよう告げるだけです。
証人その2
²⁴ 指導者たちは、男をもう一度呼び寄せ、きつく言い渡しました。「イエスなどではなく、神をあがめなさい。あいつは悪党だ。」 ²⁵ 「さあ、あの方が善人か悪人かは、私にはわかりません。ただ、これだけははっきりしています。私は今まで目が見えなかったのに、今は見えることです。」 ²⁶ 「だが、あいつは何をした？ どうやっておまえの目を開けた？」 ²⁷ 男はまたかと腹を立て、大声で言いました。「そのことは、もう話したではありませんか。お聞きにならなかったのですか。もう一度言えとは、どういうことでしょう。あの方の弟子にでもなりたいのですか。」
²⁸ こう言われて、指導者たちは男をののしりました。「おまえこそあいつの弟子のくせに。われわれはモーセの弟子だ。 ²⁹ 神はまちがいなくモーセにお語りになった。しかし、あいつはどこの馬の骨だかわからない。」
³⁰ 「これは驚きました。あの方は盲人の目を開けることができるんですよ。なのに、あの方のことは何も知らないとおっしゃる。 ³¹ 神様は悪人の言うことはお聞きになりません。しかし、神様を礼拝し、お心にかなうことを行う者には、耳を傾けてくださるんじゃありませんか。 ³² 世の初めからこのかた、生まれつきの盲人の目を開けた人など、いたためしがありません。 ³³ 神様から遣わされた方でなければ、こんなことはできないはずです。」 ³⁴ こうまで言われて、彼らは怒りを爆発させました。「このろくでなしめ！ われわれを教えようというのか！」とどなりつけたあげく、男を外に追い出してしまいました。
- ヨハネの福音書 9:24-34
初めに、彼らは彼が嘘をついているかもしれないとほのめかします。彼らが「神に栄光を帰しなさい」と言うとき、それは「今、真実を語りなさい」と言っているのです。彼らは、イエスが安息日に彼らの規則に違反してこの奇跡を行ったため、イエスが偽者であり罪人であることを、彼に認めさせようとしています。二度目の証言では、癒やされた人は、イエスが自分のために行った奇跡について指導者たちに問いただし、彼らに対してはるかに大胆になります。指導者たちは、自分たちはモーセの弟子であり、律法を知っていると主張して、優越性を示します。その人は、彼らが律法を知っているかどうかにかかわらず、イエスが自分の盲目を癒やしたという事実が、彼らの「いわゆる」知識のすべてに勝ると答えます。結局、ファリサイ派の人々は、彼の冷静で明快な論理に抗することができず、ただ彼を侮辱して部屋から追い出します。
イエスはご自身の神性を肯定される
この物語のこの時点まで、この男性はまだ実際にはイエスを見ていません。彼はイエスの声を聞き、従うことによってイエスに応答しましたが、目が開かれた後も、イエスがどのようなお姿をしているのかを実際に見たり知ったりはしませんでした。しかし、この最後の箇所で、ヨハネは、この男性が自分を癒やしてくださった方と実際に顔を合わせる場面を描いています。
³⁵ そのいきさつを伝え聞いたイエスは、男を捜し、見つけ出されると、「あなたはメシヤを信じますか」とお聞きになりました。 ³⁶ 「先生。どなたがメシヤ様なのでしょうか。教えてください。ぜひ信じたいのです。」 ³⁷ 「もうその人に会っているのですよ。あなたと話しているわたしがメシヤなのです。」 ³⁸ 「主よ。信じます。」男はそう言って、イエスを礼拝しました。
- ヨハネの福音書 9:35-38
この箇所には、イエスとその男性との対話があります。イエスがその男性にご自分を信じるよう求めておられることに注目してください。そして、癒やされた男性は自分の信仰を認めただけでなく、ヨハネは彼がイエスを礼拝したと述べています。彼がイエスを礼拝したという事実は、彼の信仰が真実なものであったことを示しています。
³⁹ するとイエスは言われました。「わたしがこの世に来たのは、心の目の見えない人を見えるようにするため、また、見えると思い込んでいる人に、実は盲目だということをわからせるためなのです。」 ⁴⁰ ちょうどその場に居合わせたパリサイ人たちが、けげんな顔で尋ねました。「じゃあ、私たちも盲目だと言うのか。」 ⁴¹ 「もしあなたがたが盲目だったら、罪に問われないですんだでしょう。しかし、何もかもわかっているとあくまで言いはるので、あなたがたの罪はそのまま残るのです。」
- ヨハネの福音書 9:39-41
これらの数節で、イエスは、信じる者と信じない者の状態をよく要約する、いくつかの言葉遊びを用いています。
A. 彼は、信じる者たちを、見ることのできる者たちと同一視しています。彼らが肉体的に見ることができるかどうかにかかわらず、彼らが信じているという事実は、真理を認識することができることを意味します。
B. 不信仰な者たちは、目の見えない者たちにたとえられています。彼らが見ることができるかどうかにかかわらず、彼らが不信仰であるという事実は、真理を理解できないため、彼らが本当に霊的に盲目であることを示しています。
最後に、イエスは、御自分の非難が彼らに向けられていると不平を言っていたため、パリサイ人たちを厳しく責めます。イエスは彼らにこう言われます。「少なくとも、あなたがたが真理を知らないことを認めていたなら、このことについてあなたがたは無罪でした。しかし、あなたがたは自分たちが真理の守護者であると誇りながら、わたしを否定しているので、この不信仰の罪について訴えられ、有罪とされています。」
この最後の箇所で、私たちはイエスがご自身の神性を宣言しているだけでなく、ご自身の神性を信じない者たちは罪に定められるという告発を、その宣言に結びつけていることを見ることができます。このようにしてイエスは、ご自身を信じることの重要性に関して、賭け金を最大限に引き上げておられます。信じる者には大きな報いがあり、そして今や、信じない者には罪の宣告が迫っています。
要約
イエスは次の章でファリサイ人たちとの対話を続け、ご自身が神であることを引き続き主張されます。今は、彼らに、ご自身の神性を指し示す、さらにもう一つの反論の余地のない奇跡を残されます。そしてまたしても、ファリサイ人たちは、その行為の力と意味ではなく、奇跡がいつ行われたのかという問題について論争しています。もちろん、皮肉なことに、目の見えなかった人は、自分に起こったことの意味をはっきりと理解することができたのに対し、社会の指導者や先見者を自任していた人々は、自分たちの目の前にあるものに対して明らかに盲目だったのです。
